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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
エレベーターの乗りかごにおいて、前記乗りかごを形成する外側側板とこの外側側板に固
定され、前記乗りかごの内壁を形成する内側側板から構成されるエレベーター乗りかごに
おいて、前記外側側板と内側側板の幅を異なる寸法とし、かつ前記外側側板の接続部と前
記内側側板の接続部とをずらして配置し、かつ前記外側側板の補強部材と前記内側側板の
補強部材は、互いに側板表面の垂直方向に対して、位置をずらして配置することを特徴と
するエレベーターの乗りかご。
【請求項２】
前記外側側板及び内側側板の少なくとも一方に、防音材を充填することを特徴とする請求
項１記載のエレベーターの乗りかご。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高速エレベーターの乗りかごの防音に係り、特に固体伝播音の低減を図るエ
レベーターの乗りかごに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本技術分野の背景技術とし、特開平１１－１３９７２７号公報（特許文献１）がある。
この公報には、乗りかごの側板を内側と外側に分割し、内側の側板と外側の側板の間に防
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振ゴムを介装すると記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１３９７２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　高速エレベーターは、昇降路内を高速で上下に移動するため、複数の騒音が発生する。
乗りかご周辺の気流の乱れによる流体音（風切音）や、昇降路内機器から発生する騒音等
の空気伝播音については、乗りかごの側板内部に防音材を充填し、遮音性を高めることで
対応している。
【０００５】
　また、乗りかご走行により、外部から伝わってきた振動がかご側板に伝わり側板から音
を発生する固体伝播音を防止する必要があり、特許文献１のものは、これに対応したもの
となっている。しかしながら、特許文献１のものは、内側の側板と外側の側板の間に防振
ゴムを介するため、多数の防振ゴムが必要であり構造が複雑であることがあげられる。
【０００６】
　本発明は、上述の固体伝播音を低減し、空気伝播音についても従来の技術より低減を図
ったエレベーターの乗りかごを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明はエレベーターの乗りかごにおいて、外側側板と内
側側板から構成され、前記外側側板と内側側板は幅を異なる寸法とし、かつ前記外側側板
の接続部と前記内側側板の接続部をずらし、外側側板と内側側板の補強も前記同様にずら
すことで、エレベーター乗りかご外部から伝達された振動が側板で共振し、振動増幅する
ことを抑制することにより遮音性を高めることを特徴としている。さらに、本発明は外側
側板と内側側板を備えている２層構造であるため、質量則により一般的な１層の側板構造
より遮音性が高いことを特徴としている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、エレベーター走行時に乗りかご外部から伝わる騒音の遮音効果を高め
つつ、側板の振動により生じる騒音を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係るエレベーターの乗りかごの一実施例を示す横断面図である。
【図２】本実施例における乗りかごの縦断面図である。
【図３】本実施例における外側側板の詳細横断面図である。
【図４】本実施例における内側側板の詳細横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に係るエレベーターの乗りかごの実施例を図に基づき説明する。
【００１１】
　本実施例のエレベーターの乗りかご１は、図１および図２に示すように、かご床２と、
このかご床２と対向する天井３と、これらのかご床２と天井３との間で上下方向に伸びて
外壁を構成する外側側板４と、外側側板４に固定され、かご床２と天井３との間で上下方
向に延びて内壁を形成する内側側板５とにより直方体の箱状に形成されている。
【００１２】
　また、図３および図４に示すように外側側板４と内側側板５の内部には、側板の剛性を
高めるために外側側板補強６および内側側板補強７を複数本備えている。
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【００１３】
　外側側板４と内側側板５の幅は異なる寸法であり、外側側板４と内側側板５の接続部お
よび、外側側板補強６と内側側板補強７は、側板表面の垂直方向に対して、位置をずらし
て配置することで、単純に繰り返されるパターン構造の相似性を壊し、共振モードが発生
しにくくなり遮音性を高めている。
【００１４】
　また、外側側板４と内側側板５は、コの字状に成形されたものであり、内部に防音材を
充填することで、遮音性能を高めることができる。
【符号の説明】
【００１５】
１　乗りかご
２　かご床
３　天井
４　外側側板
５　内側側板
６　外側側板補強
７　内側側板補強

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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